　




①本時を構想する上でポイントとなる素地
○問題解決のための知識・技能
・組み合わせの場合の数を，図や表にかくなどして，落ちなく，順序よく列挙して求めている。
○既習とつなぐ数学的な見方や考え方
・目的に応じて調査したデータを，落ちなく，重なりなく，順序よく表に整理して，その結果について考察することができる。
≪学習問題≫
赤，青，緑，黄の4色のうちの2色を,右の
①か②に塗って旗をつくります。
何とおりの塗り方がありますか。
ただし，例えば赤・青と青・赤は別の旗と考えます。　　
教材研究ノート№6-D-1
≪定着・活用問題≫
授業計画･実施記録
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≪学習問題≫
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１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには
②学習課題: 1色の位置を固定して順序よく数え,その数え方や結果を図や表や式に表して,○通り（予想）でよいかどうかを説明しよう。
②見通し: 落ちなく,重なりなく,順序よく数えるにはどう表すか。
→　図や表に,1色の位置を固定して順番に並べればよい。
 





③個人追究：図や表に, 1つを固定して,落ちなく,重なりなく,順序よくかく。
　　赤－青　　青－赤　　緑－赤　　黄－赤
　　赤－緑　　青－緑　　緑－青　　黄－青
　　赤－黄　　青－黄　　緑－黄　　黄－緑　　とできるな





④共同追究前半（解法の比較検討）
「図や表や式に表して、○通り（予想）でよいかどうか説明できたか、書かれた図や表をもとに検討しよう」
→「（○通りでよいと分かった）（○通りではないと分かった）1つを固定した結果を図や表に表しておくと、落ちや重なりがあるかどうか確かめやすい」







④共同追究後半（思考を深める）
「3×４という計算で求めた人がいたけれど、そのような計算をしてもいいのかな」
→「1つを固定すると3とおり。それが4色分あると考えて、3×4＝12だから、12とおりつくれる」
　「Ｏは対称の軸が無数にある」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）
・1つを固定して順序よく並べれば，落ちなく,重なりなく数えることができる。
・1つを固定して順序よく整理した図や表をもとに，計算でも求めることができると分かった。






⑥定着･活用問題
○赤，青，緑，黄の4色のうちの3色を使っ
て，右の①②③に色を塗るとき，色の塗り
方が何通りあるか求めたい。その場合，ど
んな計算をしたらいいか，図や表を活用し
て説明しよう。

①
②
③
＜本時の展開に当たっての留意点＞
・結果として何通りの場合があるかを明らかにすることよりも，整理して考える過程に重点をおき，具体的な事実に即して，図，表などを用いて表すなどの工夫をしながら，落ちや重なりがないように，順序よく調べていこうとする態度を育てるよう配慮する必要がある。


